



































フト運動と電子 ･電子および電子 ･フォノン散乱のモデル 【3]をもとに流体力学方程
式を導出した｡磁場の存在のため､電場に垂直なエネルギー流の項をもつことが特徴
である｡このエネルギー流のため､電子の流入口付近でのβ∬は緩やかな空間変動を
呈する[4]｡また､同じエネルギー流により特徴的な電流分布が得られる｡電流密度が
一方の端で高く他方で低くなるのが特徴で､最近のサイクロトロン発光の実験 【5]も
同じ傾向を示している｡また計算された電流密度は電流の増加とともに一様性を増す
ことを兄いだした｡最小エントロピー生成の定理との関連が興味深い0
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